
R6年度　学校評価　自己評価

＜職員による自己評価＞ 7.3.5

重点目標 評価と反省

１、挑戦する子

・体育ローテーションや日々の活動に意欲的に挑戦する姿が見られた
・外遊びで、年中・年長の姿を見て、上り棒や雲梯に挑戦しようとす
る姿があり嬉しい
・友達の姿に刺激を受けながら、僕もやってみよう！僕だって出来る
よ！という気持ちでいろいろなことに取り組んでいる

3.3

２、好きな遊びに熱中し、自
分らしさを表現する

・年長では集団遊びをすることが多く、友だちの意見を聞きながら自
分の気持ちも伝え、楽しんでいる
・様々な遊び（バナナ鬼、マス鬼等）子ども達へ提供し、体験した
り、好きな遊びを見つけられるよう環境づくりをする
・室内遊びでは、遊びが発展するように資材を準備しておき、環境づ
くりを行った
・子ども達でどんどん遊びを広げていくので、夢中になっている時に
は、保育者は入りすぎず、見守ることも必要と感じた

3.5

３、自ら行動する子

・様々な場面で自分で考えられるように声掛けを工夫する「次は何を
するんだったかな？」「どれからやる？」と聞き、子どもが考えて行
動できる声掛けをするように気を付けた
・子どもが自ら答えを出す前に、保育者側が答えを出してしまうこと
が多かったように思うので、子ども自身が考え行動できる環境づくり
を意識していきたい

3.1

１、育てたい10の姿の理解

・日誌や仮kyラムを組む時に10の姿と照らし合わせながら行った
・カリキュラムによって、10の姿のどこに偏っているのか、日誌等で
可視化できたので良かった。これからは、10の姿を中心としてどのよ
うなカリキュラムを組み込むか考えられるようにしたい

3.1

２、指導計画　週案の改善
保育の流れを明確にすること
により、様々な体験が出来る
場を構成する

・週案では、食育についてのねらいや今週の活動が今後にどうつな
がっているかを図で分かりやすくしたものを追加し、指導計画では、
保育者の援助を細かく書くようにした
・週案の書き方を変えたことで、子どもの様子から興味のあるものな
どを製作に取り入れることが出来た

3.1

３、保育内容の可視化、公開
性

・園だよりの写真を増やし、インスタグラムの更新の頻度を昨年度よ
りも上げた
・インスタグラムは、時間もかかり、なかなか充実した内容を上げら
れない
・SNS等で発信したことで、保護者も子どもの園でどのような活動をし
ているのかを気軽に見ることが出来るので喜んでいただけた
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評価点　１：達成出来なかった　  ２：あまり達成できなかった

　　　　３：やや達成できた　　４：達成できた

　　　　５：発展させることができた


